
第３回学校運営協議会報告（広尾中学校）

令和２年度第３回運営協議会が令和３年２月１日

（月）１９：００から広尾町コミュニティセンター大

ホールで開催されました。

1. 委員委嘱等

教育委員会から令和３年１月１日から令和４年１２

月３１日を任期とする１２名の学校運営協議会委員が

委嘱され、委員の互選により会長と副会長が選出され

ました。

2. 学校関係者評価（自己評価の説明）

学校から教職員の自己評価が示されました。（次頁以

降参照）これに対する各委員の評価を集約し、学校運

営委員会としての学校関係者評価報告書を学校長に提

出します。

3. 熟議「育成したい資質・能力」

熟議で出された意見等は、来年度の学校運営の基本

方針に反映されることになります。

氏名 備考（第８条関係等）

秋 月 直 志 地域住民

鈴 木 孝 俊 地域住民

齊 藤 延 幸 地域住民

大 林 勝 則 地域住民【会長】

川 津 和 子 地域住民

小 島 政 裕 その他

堀 田 晃 三 保護者

松 山 孝 三 保護者

石 原 秀 樹 保護者

三 浦 弘 樹 保護者【副会長】

松 橋 達 美 校長

土 井 誠 人 教職員



学校運営協議会 評価（教職員）

１ 知識・技能を身に付ける

内 容 実施状況 成 果 課 題

人間は本来社会的存在であ

ることを基に、個人の尊厳と

両性の本質的平等、契約の重

要性やそれを守ることの意

義及び個人の責任について

理解する。（社会・公民）

・いじめや男女平等など

の課題を身近なできご

とと結び付けて意見交

流するなど自発的な学

習を進めた。

・ニュースに普段から触

れている生徒も多く、男

女平等などの課題では

多くの班で意見交流が

深まった。

・意見交流では意識の差

や知識の差などの個人

差が見られ、意欲を高め

る方策が更に必要だっ

た。

地図帳の資料などを通して、

北海道の位置や面積地形の

特徴を理解する。（社会・地

理）

・地図帳やプリントを活

用し、北海道の特徴や冷

涼な気候や地形に

ついて学習した。

・メモリーツリーを用い

て自分たちの生活の経

験から入り、互いに理解

し合うことや見通しを

持たせることができた。

・授業が同じことの繰り

返しだったので生徒の

活動や主体的に活動で

きる機会を作る。

身近な自然環境について調

べ、様々な要因が自然界のつ

り合いに影響していること

を理解するとともに、自然環

境を保全することの重要性

を認識すること。（理科第２

分野）

・広尾川に生息する水生

生物などを利用しなが

ら地域の環境を調べ、学

習した。

・班で協力しながら、水

生生物の種類や数を調

べ、地域の環境に対する

知識や理解を深めるこ

とができた。

・地域の環境がなぜ結果

のようになるのか、１人

１人考えを深めること

ができなかった。

創意工夫を生かし、全体の響

きや各声部の声などを聴き

ながら他者と合わせて歌う

技能。（音楽）

・コロナ禍の中、様々な

制約はあったが、合唱コ

ンクールに向けた学習

ができた。

・声部ごとにパートに分

かれ、授業ごとに自ら課

題を見つけ、互いに協力

して解決していこうと

する姿勢を作ることが

出来た。

・感染症対策を行いなが

らの表現活動にどのよ

うに対応していくか。

生活や社会、環境とのかかわ

りを踏まえて、技術の概念を

理解すること。（技術）

・日常生活における技術

分野との関わりを意識

した学習を行った。

・情報に関する技術では

教科書の内容だけでな

く、最先端技術の現状を

交えて学ぶことが出来

た。

・最先端のＩT 技術によ

って、お互いを結び付け

る方法を学ばせた。

・急速に進化し続ける

IT 技術と、教科書内容

のギャップをどのよう

に埋めていくか。

家庭生活は地域との相互の

かかわりで成り立っている

ことが分かり、高齢者など地

域の人々と協働する必要が

あることや介護など高齢者

とのかかわり方について理

解すること。（家庭）

・家庭の役割やユニバー

サルデザイン等の考え

方に関連させて学習し

た。

・幼児や高齢者など、

様々な形の家庭におけ

る幅広い年齢との関わ

り方や協力関係の作り

方、福祉のあり方など、

広い観点で学習するこ

とができた。

・今年はコロナの影響で

体験的な活動が少ない

単元になってしまった

ので、高齢者の視覚体験

や調べ学習等、生徒の能

動的な活動が増える授

業展開ができると良い。
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２ 思考力、判断力、表現力等を身に付ける

内容 実施状況 成 果 課 題

互いの立場や考えを尊

重しながら話し合い、結

論を導くために考えを

まとめること。（国語）

・２月２４日（水）実施

予定

攻防などの自己やチー

ムの課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間

の考えたことを他者に

伝えること。（保健体育）

・球技を中心に自分の課

題、他者の課題に関心を

もたせ、改善のために取

り組むことができた。

・ワークシートの記述から、

自分の動作だけではなく、他

者の動作から自分に生かす

ような記述が多く見られた。ま

た運動中に助言し合う回数が増加

した。

・運動量がなるべく減らず

に、話し合い高め合う機会を

増やす方法について、より考

える必要がある。

日常的な話題や社会的

な話題について、伝える

内容を整理し、英語で話

したり書いたりして互

いに事実や自分の考え、

気持ちなどを伝え合う

こと。（英語）

・Project2 友達をみんな

に紹介しようの単元で、

相手に質問し、得た情報

をもとに紹介文を作成

した。

・設けられた質問に加え、

自分が知りたい情報を自分

で作成し、質問すること、

また質問して得た答えをも

とに文法事項を使い紹介文

を作成することができた。

・アクティビティの授業を

通して、互いに会話するこ

とで協力し合うこと、互い

の個性を学ぶ機会にでき

た。

・既習事項をもとに、文

を作成することはもち

ろんだが、さらに発展し

た内容を表現できるよ

う、知識を伸ばしていけ

るように支援する。

・授業に中で、生徒がも

っと活動する時間を増

やす。



３ 意欲や態度、人間性を醸成する。

内 容 実施状況 成 果 課 題

数学を生活に生かそ

うとする態度、多様な

考えを認め、よりよく

問題解決しようとす

る態度を養う。（数学）

・実際に数学が使われて

いる例を挙げられる場

面では上げている。ま

た、考え方や途中式を大

切にすることでよりよ

い解き方を生徒が考え

る工夫を行った。

・協働学習のなかで、多様な

考えを受け止め、より丁寧に

説明することで、よりよい解

決方法を考えることを生徒

たち同士で行えるようにな

った。

・既習事項と生活が結び

ついておらず、数学を生

かすことがなかなかで

きない。もっと具体化す

る必要がある。

目的や機能との調和

のとれた美しさなど

を感じ取り、作者の心

情や表現の意図と工

夫などについて考え

るなどして、見方や感

じ方を広げること。

（美術）

・作品の見方や製作の構

想が広がるように、適切

な参考作品（資料）を提

示した。また、

・作品制作の経過に合わせて

適宜参考資料を提示し、お互

いの作品を鑑賞することと

絡めながら、見方や感じ方を

広げる機会を設けることが

できた。

・鑑賞においては、自分な

りに作品の良さを感じ取

る力は育っているが、作者

の表現意図等を考える力

については機械をより増

やし、伸ばしていく必要が

ある。

教師や学校の人々を

敬愛し、学級や学校の

一員としての自覚を

もち、協力し合ってよ

り良い校風をつくる

とともに、様々な集団

の意義や集団の中で

の自分の役割と責任

を自覚して集団生活

の充実につとめるこ

と。（道徳）

・C(１５)「よりよい学校

生活・集団生活の充実」の

項目について教科書を使

用して学習した。

・ワークシートの記述から、集

団としてよりよく過ごすため

に大切なことをグループで考

えることができた。

・授業を通して学んだ価

値観(道徳性)を自分自身

の生活に生かしていける

ように意識させる必要が

ある。

様々な地域学習を通

して、地域の活性化に

参画する意欲を育む

活動から互助の精神

を育成すること。（総

合的な学習の時間）

・広尾町に提案したいこ

とについてアンケート

調査をし、グループ編成

を決め、パソコンや図

書、役場担当者へのイン

タビュー等を通して調

べ学習を行った。

・自分たちが将来の広尾町の

担い手になることと、何が現

実的に必要か、それは実施可

能かなどのあらゆる可能性

について情報を集め、発表す

ることができた。

・今年はコロナの影響

で、事業所に実際に訪問

したり、体験したりして

調査活動を行うことが

できなかったので、次年

度はそれができるよう

になると良い。

男女相互について理

解するとともに、共に

協力し尊重し合い、充

実した生活づくりに

参画すること。（特別

活動）

・保健師さんや保健体育

の先生、養護の先生より

道徳や総合学習を通じ

て、性教育や命の大切さ

を題材にした教材を活

用して学習した。

・性教育の授業後の振り返り

シートを活用して、理解した

ことや考えたことを確認で

きた。また、読み教材だけで

なく、映像や実際の胎児の模

型を使って実感できる工夫

をした。

・性や命の課題は中学生

にとって重要なテーマ

であり、感染症などの正

しい知識を含めて、定期

的に今後も継続してい

く必要がある。



令和２年度 広尾町立広尾中学校 学校経営評価

令和２年度重点教育目標

心豊かな生徒～「中学校の教育活動全体を通して、

主体性と助け合う心を育てる」【互助の精神】

項 目 取 組 評 価

全 体 重点教育目標の具体化に向けて、各教科の取組

の観点を明確にする。

年度当初校長から重点単元の提案をし、各

教員が具体的な単元を選定した。

ＣＳ担当者を１名配置し、年間の取組の柱とな

る各教科の「重点単元」の取りまとめを行う。

教務部から担当者を選定した。

重点単元の取りまとめを行った。

重点単元の授業が確実に実施されているか、進

行管理を行う。

担当者を中心に、教務部で実施状況を確認

した。

互助の精神に関わって実施された授業や行事

を、地域・保護者に積極的に発信する。

学校祭の目標に互助の精神を入れ、制限の

ある中で保護者等に参観してもらった。

教務部 重点単元の授業時数を、確実に確保する。 教育課程編成時に、重点単元を明確にし

た。

道徳の重点目標である「よりよい学校生活、集

団生活の充実」の授業を、確実に計画、実施す

る。

１年生と３年生が１２月、２年生が１月に

それぞれ実施した。

文化祭の活動の目標の中に「互助の精神」を位

置づけ、各活動で取組を進める。

今年は「学校祭」として実施した時に、そ

の目標の中に互助の精神を位置付けて取

組んだ。

指導部 学級活動、生徒会活動の目標の中に「互助の精

神」を入れる。

生徒会、専門委員会の活動目標に、助け合

いに関連付けた内容を取り入れた。

生徒会活動として、「互助の精神」を育むこと

を目的とした行事を実施する。

新型コロナウイルスの影響で実施できな

かった。

環境整備作業の意義の１つとして、「互助の精

神」を明確に打ち出す。

新型コロナウイルスの影響で実施できな

かった。

体育祭の活動の目標の中に「互助の精神」を位

置づけ、各活動で取組を進める。

今年は「学校祭」として実施した時に、そ

の目標の中に互助の精神を位置付けて取

組んだ。

研修部 重点単元を中心にして研究授業を行い、加えて

指導主事を招聘した研修を計画・実施する。

研修部で計画をし、計画通りに実施でき

た。

研究授業で生徒の自己評価を実施し、互助の精

神に関わってどのような成長がみられるかを

検証する。

道徳の授業で実施し、授業を通して互助の

精神の高まりを自覚する様子が見られた。
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